
【対象施設】 道路 / 橋梁 / 公園 / 上下水道 / 河川 / 港湾 / 遊休施設 / その他（ ）

③モデル構築地方公共団体概要

・地方公共団体の基礎情報（人口や面積など）
・地方公共団体の抱える課題やこれまでの検討状況など

①調査概要

・以下の情報を調査概要として簡潔に記載 （知識のない
者でもわかるよう、わかりやすく、簡潔に記載すること）
・調査（事業スキームの検討）の目的、内容
・調査により解決したい（解決される）課題 等

②実施方針・フロー

・調査の実施内容
（知識のない者でもわかるよう、わかりやすく、簡潔に記載すること）

・スキーム概要 等
・検討ステップ（フロー）、事業化スケジュール
・期待される効果 等

④スキームの概要

＜以下、全項目共通＞

・文字のサイズは10ポイントで記載してください。

・提案書の内容をもとに1ページで記載してください。

（図表等の文字サイズは10ポイント未満でも問題ござい
ません）

・フロー図や箇条書き等を用いて、簡潔にわかりやすい
資料としてください。

・ページ内において、それぞれの枠の大きさ・レイアウト
は変更していただいても問題ございませんが、見出し
の名称は変更しないでください。

・枠内の破線部は削除してください。

・本資料は事業が採択された場合、国土交通省HPで
公表される可能性があります。

【事業方式】 コンセッション / その他のPFI / 包括的民間委託  / その他（ ）

【調査の目的・内容】 静岡市の管理する約2,600の道路橋を対象に、将来の集約・再編等を見据えた戦略的な道路橋マネジメント手法を検討するものである。

【解決される課題】 社会的影響評価指標に基づく道路橋のグループ化と、管理施策等のグループ別の道路橋マネジメント手法を検討し、実行を担う維持管理体制と
しての包括的民間委託のスキームを提案する。静岡市の道路橋を対象に実施することで、他都市での展開に向けた課題や条件、効果を整理する。

【分野】 持続可能なインフラマネジメントの実現

【タイトル】 社会的影響評価による持続可能な道路橋マネジメントスキームの提案業務（モデル構築地方公共団体：静岡県静岡市）

【実施主体】 ドーコン・北海道大学共同提案体

令和８年度 民間提案型官民連携モデリング事業

集約・再編等計画立案

・橋梁健全度の可視化

・橋梁のグループ化

今後の事業化プロセス・
他への展開検討、
報告書作成

道路橋マネジメント
手法立案

・グループ別管理
施策の検討

・点検等のコスト
縮減施策の検討

官民連携
による

維持管理
体制の
検討

【集約・再編等計画立案】

・橋梁健全度の可視化：オープンデータを活用した、
計画策定のためのGISによる可視化の実施。

・橋梁のグループ化：道路網における対象橋梁の
重要度(ニーズ)等の社会的影響評価指標による、
橋梁のグループ化を実施。

【道路橋マネジメント手法立案】

・グループ別管理施策の検討：グループごと『メリハリ
のある管理』施策の検討。

・点検等のコスト縮減施策の検討：LCC縮減へ向
けた新技術等の導入可能性の検討、提案。

【官民連携による維持管理体制の検討】
包括的民間委託による事業スキームの提案。

【今後の事業化プロセス・他への展開検討】
事業化や他都市への横展開の課題等整理。

【静岡市の概況】
• 人口：約66.5万人(2026/3)
• 面積：1,411.93km2

【立地特性】
北は南アルプスから南は駿河湾
に至るまで、豊かな自然環境を
有しながら、温暖な気候に恵ま
れている。

【管理道路の概況】
• 道路延長：約3,200km
• 道路橋：約2,600橋

橋梁健全度
の可視化

•橋梁の定期点検データのほか、対象橋梁に関する人口や
周辺施設立地等の社会的指標をGISにより可視化。

橋梁の
グループ化

•全ての道路橋を一律に維持管理する「現 長寿命化修繕
計画」から脱却し、持続可能な道路橋マネジメント手法
(『メリハリのある管理』施策)の立案に向けて、静岡市管
理の約2,600橋のグループ化を実施。

集約・
再編等
計画
立案

道路橋
マネジ
メント
手法
立案

官民連携による維持管理体制の検討

今後の事業化
プロセス・他へ
の展開検討

グループ別
管理施策
の検討

•静岡市管理の約2,600橋のグループ化した結果に基づき、
グループごと架橋年数や健全度等の橋梁データを重ね
合わせながら、『メリハリのある管理』施策を検討。

⇒将来の人口配置や土地利用に合わせた、集約・再編
(縮退)等による「橋梁ストックの適正化」実現に寄与。

点検等の
コスト縮減
施策の
検討

•橋種や現地条件に応じた、UAV・センシング技術による点
検の省力化・効率化の導入可能性を提案。

⇒先進技術適用時の点検等におけるLCC縮減を整理、
維持管理体制(委託スキーム)の検討に反映。

•静岡市の戦略的な道路橋
マネジメント手法の確立に
向けて、実行性・持続可能
性を確保したプロセスや事
業者等の包括的民間委託
による事業スキームを提案。

発注者：静岡市（将来時：周辺市町村を含む群も想定）

受託者：包括的民間委託

建設コンサルタント

地域精通：設計会社
地域精通：維持管理・

補修工事会社

地域精通：点検・
調査担当会社

地域精通：地元企業等、地域精通度が高く、機動性に優れる企業を軸に構成

高度専門技術に関する支援、
マネジメント、データ分析

有識者 技術的助言

•将来時のライフサイクルコスト(LCC)の縮減に向けた検討、集約・
再編(縮退)等の合意形成に向けた施策案を検討。

•他の地方公共団体への「横展開」を図る課題等を整理。

＜静岡市の人口＞ ＜橋梁の老朽化＞

架橋から
50年未満

27％

66.5
万人

63.5
万人

56.3
万人 49.2

万人

約30％
減少

架橋から
50年以上

73％

※架設年次不明を除く

【調査テーマ】1-③ まちづくり計画とインフラ老朽化対策を連携させ、道路や橋梁、公園等のインフラス
トック適正化と、市民への「見える化」を組み込んで地域との合意形成を図る官民連携モデルの構築
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